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カーボンリサイクルとは
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2016年からCO2排出削減の事前調査・検討を行い、2020年から本格的にカーボンリサイクル事業を支援
‘25‘24‘23‘22‘21‘20‘19‘18‘17‘16事業項目
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カーボンリサイクル技術の共通基盤技術開発

CO2排出削減・有効利用実用化技術開発：化学品化学品
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液体燃料製造技術に関する開発シーズ発掘調査液体
燃料 CO2排出削減・有効利用実用化技術開発：液体燃料

CO2有効利用可能性調査
気体
燃料 CO2有効利用技術開発

CO2排出削減・有効利用実用化技術開発：気体燃料

CO2排出削減・有効利用実用化技術開発：炭酸塩鉱物
炭酸塩

CO2有効利用拠点化推進事業CO2有効
利用拠点
における
技術開発

研究拠点におけるCO2有効利用技術開発・実証事業

CO2有効利用拠点における要素技術開発

コンビナート等におけるカーボンリサイクル事業の実現可能性調査
産業間連
携・集約
利用技術

CO2分離・回収、集約利用に関する技術調査事業

産業間連携によるカーボンリサイクル技術実装推進事業

環境部の取り組み
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CO2排出削減のための要素技術検討
CO2還元技術

CO2を直接還元して有価物へと変換することが可能
CO2還元技術は様々であり、目的のCO2還元生成物を生産できる
再エネ電力の使用により、還元プロセスにおけるCO2排出量を低減
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CO2排出削減のための要素技術検討
炭酸塩化：未利用廃棄物の有効利用

CO2炭酸塩化にはCa,Mgなどが必要。
Ca,Mg源として未利用廃棄物を利用すれば、大量のCO2削減（年間370万トン）が期待される。

合計370万トン/
年
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CO2排出削減のための要素研究調査：2018/01/29 ～ 2018/08/31
CO2排出削減のための要素技術検討：2019/01/10 ～ 2019/10/31
有望技術について、CO2削減ポテンシャルやコストターゲットなどを調査し、実用化に向けての研究開発課
題を検討

CO2排出削減のための要素技術検討
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CO2排出削減のための要素技術検討
研究開発シナリオ ～ 化学品
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CO2排出削減のための要素技術検討
研究開発シナリオ ～ 炭酸塩
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カーボンリサイクル事業の中で将来コアとなる技術を早期に立ち上げるため、
先ずは基礎研究・先導研究に特化したプロジェクトを公募

カーボンリサイクル技術の共通基盤技術開発
研究開発フェーズ
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本事業では、カーボンリサイクル技術ロードマップに記載されている技術の中で、CO2を原料とした
化学品、燃料、鉱物化に関する技術を対象とし、カーボンリサイクル技術の要素技術確立のため
に中長期的な研究開発を必要とする共通基盤技術開発（対象研究フェーズ：基礎研究、先
導研究）を実施する。
具体的に、基礎研究分野については、例えば、CO2分解メカニズムや化学反応速度評価、鉱物
化過程の評価といった基盤的な現象を解明することを通じて、カーボンリサイクル技術の底上げ
を目指す提案を対象とする。また、先導研究分野については、基礎研究分野の成果や、出口物
質の明確化など、将来の実用化研究への道筋を明らかにする内容を含む提案を対象とする。

本事業では、カーボンリサイクル技術ロードマップに記載されている技術の中で、CO2を原料とした
化学品、燃料、鉱物化に関する技術を対象とし、カーボンリサイクル技術の要素技術確立のため
に中長期的な研究開発を必要とする共通基盤技術開発（対象研究フェーズ：基礎研究、先
導研究）を実施する。
具体的に、基礎研究分野については、例えば、CO2分解メカニズムや化学反応速度評価、鉱物
化過程の評価といった基盤的な現象を解明することを通じて、カーボンリサイクル技術の底上げ
を目指す提案を対象とする。また、先導研究分野については、基礎研究分野の成果や、出口物
質の明確化など、将来の実用化研究への道筋を明らかにする内容を含む提案を対象とする。

基礎研究分野基礎研究分野
CO2分解メカニズム
化学反応速度評価
鉱物化過程の評価
…

基盤的な現象を解明

新規に得られた知見をはじめとした研究
成果を論文や特許等で世の中に周知
することで、カーボンリサイクル技術として、
共通な基盤技術の底上げが期待でき
る技術開発を推奨

新規に得られた知見をはじめとした研究
成果を論文や特許等で世の中に周知
することで、カーボンリサイクル技術として、
共通な基盤技術の底上げが期待でき
る技術開発を推奨

先導研究分野先導研究分野
基礎研究分野の成果
出口物質の明確化
…

将来の実用化研究へ
の道筋の明確化

本事業後に、
■実用化/実証研究フェーズ
の研究開発に繋げ、将来の実用化
(CO2削減効果、経済性)を具体的に
計画できる事業を推奨

本事業後に、
■実用化/実証研究フェーズ
の研究開発に繋げ、将来の実用化
(CO2削減効果、経済性)を具体的に
計画できる事業を推奨

カーボンリサイクル技術の共通基盤技術開発
事業内容
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実施事業者講演題目時間

学校法人慶應義塾
学校法人東京理科大学
一般財団法人カーボンフロンティア機構

ダイヤモンド電極を用いた石炭火力排ガス中のCO2からの基
幹物質製造開発事業10:20～11:00

国立研究開発法人産業技術総合研究所
学校法人同志社高温溶融塩電解を利用したCO2還元技術の研究開発11:00～11:40

一般財団法人電力中央研究所
学校法人慶應義塾

二酸化炭素資源化のための中低温イオン液体を用いた
尿素電解合成の可能性調査11:40～12:20

東芝エネルギーシステムズ株式会社
国立大学法人九州大学CO2／H2O 共電解技術の研究開発13:20～14:00

一般財団法人電力中央研究所
国立大学法人東京工業大学CO2電解リバーシブル固体酸化物セルの開発14:00～14:40

国立大学法人東海国立大学機構
澤藤電機株式会社
川田工業株式会社

放電プラズマによるCO2還元・分解反応の基盤研究開発14:40～15:20

住友大阪セメント株式会社
国立大学法人山口大学
国立大学法人京都工芸繊維大学

カルシウム含有廃棄物からのCa抽出およびCO2鉱物固定
化技術の研究開発15:40～16:20

一般財団法人電力中央研究所
東洋建設株式会社
三菱重工業株式会社
一般財団法人カーボンフロンティア機構

石炭灰およびバイオマス灰等によるCO2固定・有効活用に
関する要素技術開発16:20～17:00

「カーボンリサイクル技術の共通基盤技術開発」2020年度公募採択事業

成果報告会講演内容


